
会員拡大運動中 男性 882人／女性 336人／合計 1,218（Ｒ3.6.15現在）今年度目標会員数1,483人

今号のトピックス今号のトピックス

令和３年度定時総会開催   p.２
優良正会員及び事業功労者表彰   p.２
私たちがんばっています！   p.６

いつまでも　働く喜び　無事故から

タイトル／睡蓮　撮影者／琴芝地区　井上ヒロミ
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令
和
３
年
度

定
時
総
会
開
催

　

公
益
社
団
法
人
宇
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
定
時
総

会
が
５
月
28
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
多
世
代
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
制

限
を
設
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
司
会
に
よ
り
総
会
が
進
行
さ
れ
、
利
重
理
事
長
の

挨
拶
の
後
、
議
事
に
移
り
、
宇
野
典
彦
理
事
を
議
長
に
選
出
し

て
、
定
款
の
変
更
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
役

員
の
選
任
が
審
議
さ
れ
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
令
和
３
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
の
説
明
が
あ
り
、
総
会
は
無
事
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。�
（
小
栗
記
）

栗
山
九
州
男
（
西
岐
波
）

佐
藤　

博
昭
（
西
岐
波
）

長
谷　

和
英
（
恩　

田
）

小
池　

清
子
（
常　

盤
）

藤
井
日
出
正
（　

原　

）

戎
谷　

孝
志
（
恩　

田
）

山
本　
　

悟
（
常　

盤
）

相
澤　

勇
一
（
小
羽
山
）

小
川　

郷
平
（
黒　

石
）

國
光　

健
治
（
新　

川
）

津
田
由
美
子
（
琴　

芝
）

下
川　

正
儀
（
神　

原
）

藤
田　

昭
彦
（
恩　

田
）

河
田
満
壽
子
（　

原　

）

新
門
真
知
子
（
厚　

南
）

土
井　

淑
子
（
藤　

山
）

村
上　

文
雄
（
西
宇
部
）

山
根　

俊
夫
（
西
宇
部
）

土
井　
　

明
（
西
岐
波
）

松
原　
　

毅
（
西
宇
部
）

五
嶋　

忠
士
（
上
宇
部
）

佐
野　

一
信
（
常　

盤
）

宮
宗　

孝
吉
（
東
岐
波
）

吉
永　

孝
男
（
二
俣
瀬
）

岡
﨑　

徐
磨
（
小
羽
山
）

小
林　

久
江
（
川　

上
）

芝
尾
ト
シ
ヱ
（
琴　

芝
）

藤
木　

博
夫
（
常　

盤
）

藤
本
百
合
男
（
鵜
の
島
）

村
川　

信
久
（
西
岐
波
）

在
籍
15
年
会
員

（
16
名
）

縄
田　

孝
典
（　

原　

）

佐
々
木
博
雄
（
恩　

田
）

岸
田　
　

清
（
厚　

東
）

和
田
サ
カ
エ
（
上
宇
部
）

岡
本　

利
房
（
琴　

芝
）

武
山　

一
美
（
川　

上
）

福
江　

昭
晴
（　

楠　

）

渡
辺　

信
男
（
川　

上
）

大
賀
眞
喜
子
（
西
岐
波
）

西
村　

正
道
（
恩　

田
）

中
村　
　

修
（
恩　

田
）

小
林　

雅
生
（
常　

盤
）

原　
　

達
朗
（
東
岐
波
）

須
谷　

賢
次
（
琴　

芝
）

藤
川　

三
男
（　

楠　

）

田
辺　

厚
実
（　

楠　

）

在
籍
10
年
会
員

（
49
名
）

赤
川　

和
久
（
見　

初
）

阿
川　

彰
徳
（
琴　

芝
）

穐
田　

寿
代
（
川　

上
）

安
藤　
　

清
（
琴　

芝
）

児
玉　

富
夫
（
東
岐
波
）

水
野　

憲
行
（
西
岐
波
）

村
野　

司
郎
（
常　

盤
）

西
村　

孝
幸
（
常　

盤
）

三
浦　
　

勇
（
東
岐
波
）

岡
田　

孝
夫
（
川　

上
）

江
村　

俊
夫
（
藤　

山
）

西
村　

啓
二
（
厚　

東
）

波
多
野
俊
和
（
西
宇
部
）

藤
本　

則
夫
（
小
羽
山
）

吉
井　
　

勇
（
川　

上
）

山
口　

延
佳
（
黒　

石
）

大
野　

嘉
美
（　

楠　

）

河
井　

峰
雄
（
川　

上
）

宮
田　

妙
子
（
神　

原
）

役　
　
　
員

（
５
名
）

利
重　

和
彦

桜
木　

一
憲

土
肥　

淳
二

杉
山　

裕
子

馬
場　

弘
志

事
業
功
労
者

（
５
名
）

小
野　
　

浩
（
120
㌽
）

有
井　

澄
子
（
60
㌽
）

井
上　

博
己
（
60
㌽
）

藤
本
百
合
男
（
60
㌽
）

大
石　
　

隆
（
50
㌽
）

優良正会員及び事業功労者

令和3・7・1

（2）



理
事
長　
　
　
　

利
重　

和
彦

常
務
理
事　
　
　

馬
場　

弘
志　

理
事

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

岡
﨑　

徐
磨
・
真
鍋　

良
三

　

桜
木　

一
憲
・
杉
山　

裕
子

　

土
肥　

淳
二
・
江
村　

俊
夫

　

久
保
田
龍
彦
・
熊
本　

政
雄

　

中
野　

廣
志
・
井
上　

玲
子

　

山
下　

は
な

監
事

　

宮
本　
　

美
・
浅
井
栄
子

総
務
広
報
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
桜
木　

一
憲

　

杉
山　

裕
子
・
小
栗　

敬
一

　

江
嶋
亜
企
雄
・
杉
山　

明
美

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

安
全
衛
生
委
員
会

　

真
鍋　

良
三
・
江
村　

俊
夫

　

山
下　

は
な
・
福
永　

強
三

　

松
井　

満
雅
・
渡
辺　

信
男

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

　

梶
山　

淳
幸
（
事
務
局
）

就
業
開
拓
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
・
熊
本　

政
雄

　

中
野　

廣
志
・
井
上　

玲
子

　

椎
木　

敦
子
・
山
本　

隆
士

　

小
野　
　

浩

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

　

梶
山　

淳
幸
（
事
務
局
）

組
織
研
修
委
員
会

　

宇
野　

典
彦
・
土
肥　

淳
二

　

久
保
田
龍
彦
・
縄
田　

孝
典

　

正
木　

静
枝
・
斉
藤　

美
子

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

　

安
井
竜
太
朗
（
事
務
局
）

女
性
委
員
会
（
遊
楽
里
）

　

杉
山　

裕
子
・
浅
井　

栄
子

　

井
上　

玲
子
・
山
下　

は
な

　

椎
木　

敦
子
・
泉　
　

京
子

　

中
村　

眞
弓
（
事
務
局
）

理
事
及
び
監
事
候
補
者
選
考
委
員
会

　

岡
﨑　

徐
磨
・
杉
山　

裕
子

　

桜
木　

一
憲
・
小
栗　

敬
一

　

星
野　

正
治
・
弘
中　

絹
子

就
業
調
整
委
員
会

　

井
上　

博
己
・
宇
野　

典
彦

　

土
肥　

淳
二
・
伊
藤　

三
郎

　

中
岡　

利
雄
・
山
本　

映
子

　

髙
須　

大
輔
（
事
務
局
）

　

山
根　

貴
典
（
事
務
局
）

地
域
世
話
人

東
岐
波
地
域�

中
野　

廣
志

西
岐
波
地
域�

桜
木　

一
憲

常
盤
地
域�

熊
本　

政
雄

恩
田
地
域�

山
下　

は
な

東
部
地
域（
岬･

見
初
）�

宇
野　

典
彦

上
宇
部
・
川
上
地
域�

土
肥　

淳
二

中
部
地
域（
神
原
・
琴
芝
）

�

井
上　

博
己

西
部
地
域（
新
川･

鵜
の
島･

小
羽
山
）

�

岡
﨑　

徐
磨

藤
山
地
域�

江
村　

俊
夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東
地
域

�

杉
山　

裕
子

黒
石
・
原
地
域�

由
川　

嘉
信

北
部
地
域�

岩
村　

棋
一

事
務
局
体
制

馬
場　

弘
志
（
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　

事
務
局
総
括

山
根　

貴
典
（
総
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
総
括
・
筆
耕

中
村　

眞
弓
（
総
務
課
係
長
）

　
　
　
　
　
　

総
務
・
電
算
・
経
理

都
秋　

純
子　

総
務
補
助
・
収
納

髙
須　

大
輔
（
業
務
課
長
）

　
　
　
　
　
　

�

企
業･

軽
作
業･

派
遣

事
業
・
安
全
推
進
員

梶
山　

淳
幸
（
業
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　

�

軽
作
業

安
井
竜
太
朗
（
業
務
課
主
任
）

　
　
　
　
　
　

機
械
除
草

田
中　

ア
イ　

�

公
共
・
福
祉
家
事
援

助

荻
野　

睦
美　

除
草
・
大
工
・
左
官

水
嶋　

和
己　

剪
定
・
伐
採

鈴
木　

久
幸　

就
業
相
談
員

令
和
３
年
度

役
員
・
委
員
・

職
員
体
制

県
連
合
会
優
良
安
全
標
語
（
安
全
表
彰
）

　

令
和
３
年
６
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
、
県
連
合
会
定
時
総
会
に
お
い
て
当

セ
ン
タ
ー
中
村
征
十
郎
会
員
が
最
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
「
シ
ル
バ
ー
が
　
無
事
故
続
け
て
　
ゴ
ー
ル
ド
に
」
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地域班組織一覧表地域班組織一覧表 令和3年7月1日現在令和3年7月1日現在

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

東　

岐　

波

中野　廣志 東岐波

第１ 岡村　孝範
1 中野　廣志
2 岡村　孝範
3 部坂　章夫

第２ 多賀谷誠光
1 三好　淳夫
2 大比田義昭
3 多賀谷誠光

西　

岐　

波

桜木　一憲 西岐波

第１ 松永　辰雄
1 大賀眞喜子
2 河村　義之
3 河村　幸雄

第２ 山本　隆士
1 木藤　正章
2 吉冨　克昭
3 山田　幸治

第3 土井　　明 2 篠田　武則
3 武田　雄三

常　
　

盤
熊本　政雄 常　盤

第１ 佐野　一信
1 大満　利晴
2 西村　武夫
3 成重　元規

第２ 須川　　悟
1 原田　　豊
2 内藤　　修
3 米澤　清二

恩　
　

田
山下　はな 恩　田

第１ 成松　立身

1 吉村　幸男
2 吉村　幸男
3 池田　　武
4 成松　立身

第２ 中津　秀雄
1 中津　秀雄
2 渡邊　　昇
3 兼安　敏夫

第３ 藤重　健夫
1 藤重　健夫
2 西村　　明
3 西村　正道

上
宇
部
・
川
上

土肥　淳二

上宇部

第１ 和田サカエ

1 松永　茂良
2 大田　征明
3 小藤　　卓
4 正木　一子

第２ 山門　義明
1 山門　義明
2 長本　一義
3 藤井　修二

第３ 柏谷　明則
1 縄田　正芳
2 相川　敬一
3

川　上 第１ 米田　俊雄

1 大石　恒雄
2 吉井　　勇
3 山口　　眞
2 北嶋　良記

東　
　

部
宇野　典彦

岬 宇野　典彦
1 櫻　　亘江
2 古川ヨリ子
3 山本　博美

見　初 鶴永　雅也
1 斉藤　達夫
2 鶴永　雅也

地
域 地域世話人 地　　区 地　区　長 班 班　　　長

中　
　

部
井上　博己

神　原 真鍋　良三

1 真鍋　良三
2 城戸　正之
3 横尾　　儕
4 平井　　保

琴　芝

第１ 波多野　実
1 波多野　実
2 桐山　　隆

第２ 大下　幸繁
1 正木　真二
2 藤田　孝次
3 大下　幸繁

第３ 荒木　淳一
1 井上　博己
2 荒木　淳一
3 原井　　久

西　
　

部
岡﨑　徐磨

新　川 岩﨑　　孝
1 岩﨑　　孝
2 岡田　彰夫
3 雨包　憲二

鵜の島 浅井　栄子
1 藤本百合男
2 中石　直江

小羽山 岡﨑　徐磨
1 古川恵美子
2 西内　洋子
3 岡﨑きよみ

藤　
　

山
江村　俊夫 藤　山

第１ 溝部　憲男
1 松田　欣二

3 伊藤　三郎

第２ 河﨑　政則
1 河﨑　政則
2 倉光　武男
3 江村　俊夫

厚
南
・
西
宇
部
・
厚
東

杉山　裕子

厚　南

第１ 中村　泰隆
1 原　　清人
2 岩田　　博
3 有井　澄子

第２ 杉野　正人
1 縄田　容昌
2 谷口　政勝
3

西宇部
第１ 矢原　六男

1 河崎貫一郎

2
山本　映子
矢原　六男

3
厚見　道子
矢原　六男

第２ 平田　和正
1 小林　康宏
2 平田　和正

厚　東 藤井　正昭
1 上原　紀夫
2 三戸部龍一

黒
石
・
原

由川　嘉信

黒　石 三隅　俊昭
1 三隅　俊昭
2 友光　正男
3 吉賀　　忍

原 伯野　増夫

1 宮島　　惠
2 縄田　孝典
3 久保田龍彦
4 梅津　愛子

北　

部
岩村　棋一 二俣瀬 岩村　棋一

1 吉永　孝男
2 長谷川稔一

小　野 竹山　茂樹 1 竹山　茂樹
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高
齢
者
が
モ
ノ
を
捨
て
ら
れ
な
い
理
由
？

高
齢
者
が
モ
ノ
を
捨
て
ら
れ
な
い
理
由
？

　

コ
ツ
コ
ツ
と
不
要
品
を
処
分
し
て
い

か
な
い
と
、
家
は
モ
ノ
で
あ
ふ
れ
て
な

か
な
か
片
付
き
ま
せ
ん
。
高
齢
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
捨
て
ら
れ
な
い
人
は
多
い

よ
う
で
す
ね
。

　

な
ぜ
、
捨
て
ら
れ
な
い
・
片
付
け
ら

れ
な
い
の
か
？
「
捨
て
る
こ
と
＝
悪
」

の
道
徳
観
が
身
に
つ
い
て
い
る
か
ら
物

を
捨
て
る
こ
と
に
強
烈
な
罪
悪
感
を
覚

え
る
こ
と
も
。「
物
に
も
心
が
あ
る
か

ら
、
ム
ダ
に
す
る
と
バ
チ
が
当
た
る
」

と
考
え
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
「
い
つ
か
使
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら

も
っ
た
い
な
い
」
と
感
じ
て
し
ま
う
。

今
は
物
が
あ
ふ
れ
る
現
代
。
な
ん
で
も

簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
が
、
昔
の
不
便

だ
っ
た
感
覚
は
そ
う
簡
単
に
は
変
え
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

思
い
出
に
縛
ら
れ
て
、
捨
て
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
。
子
ど
も

が
巣
立
ち
、
親
を
看
取
り
、
少
し
ず
つ

孤
独
な
時
間
が
増
え
る
と
、
思
い
出
す

の
が
昔
の
こ
と
。
処
分
し
よ
う
に
も
思

い
出
が
染
み
つ
い
て
い
て
捨
て
ら
れ
な

い
。

　

片
づ
け
る
体
力
と
気
力
が
な
く
な
り

つ
つ
あ
る
。
若
い
こ
ろ
に
は
当
た
り
前

に
あ
っ
た
気
力
と
体
力
。
そ
れ
が
衰
え

て
初
め
て
整
理
整
頓
は
、
あ
る
程
度
の

力
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
と
気
づ
く
の
で

す
。「
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い
」
と
思
い

つ
つ
も
、
重
い
腰
を
あ
げ
ら
れ
ず
、
棚

の
上
に
物
が
積
み
重
な
っ
て
い
く
の
を

止
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

自
分
の
領
域
を
誰
か
に
荒
ら
さ
れ
た

く
な
い
。
家
族
が
せ
っ
か
く
片
づ
け
に

や
っ
て
き
た
の
に
、
部
屋
を
整
理
さ
れ

る
こ
と
を
か
た
く
な
に
嫌
が
る
人
も
い

ま
す
。
自
分
の
領
域
に
あ
る
自
分
の
モ

ノ
だ
か
ら
、
他
の
人
に
よ
っ
て
「
要
・

不
要
」
を
決
定
さ
れ
た
く
な
い
と
い
う

わ
け
で
す
。

　

無
自
覚
な
ま
ま
、「
た
め
こ
み
障
害
」

を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
。「
物
を
捨

て
ら
れ
な
い
」
と
い
う
傾
向
が
あ
ま
り

に
顕
著
で
、
ま
る
で
ゴ
ミ
屋
敷
と
化
し

て
し
ま
う
ほ
ど
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は

「
た
め
こ
み
障
害
」
と
い
う
心
の
病
気

を
抱
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
精
神
科

（
神
経
科
）
を
受
診

し
、
心
理
療
法
な
ど

で
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。（
井
上
記
）

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
又
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
、
沢
山
の

人
達
と
の
出
会
い
や
経
験
し
た
事
の
な

い
仕
事
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
楽
し
く
働

く
喜
び
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
と
の
輪
を
大
切
に
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念

で
あ
る
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
に

恥
じ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
の
程
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
１
月
、
長
年
住
み
慣
れ

た
横
浜
か
ら
夫
の
実
家
の
宇
部
に
越
し

て
来
ま
し
た
。
人
生
の
リ
セ
ッ
ト
。
古

い
家
を
片
付
け
て
い
る
と
、
夫
の
幼
馴

染
の
友
人
が
「
宇
部
を
知
る
な
ら
シ
ル

バ
ー
に
登
録
す
る
と
い
い
よ
。
き
っ
と

い
い
事

4

4

4

が
あ
る
よ
」。
５
月
、
夫
と
さ

っ
そ
く
登
録
。
給
食
配
膳
員
、
ご
高
齢

の
お
宅
の
家
事
支
援
、
マ
ス
ク
造
り
。

い
い
事

4

4

4

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
沢
山

の
方
と
出
会
い
、
沢
山
の
事
を
学
び
ま

し
た
。
宇
部
の
文
化
を
感
じ
な
が
ら
、

人
生
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

恩
田
地
区　
　

山
下　
は
な

恩
田
地
区　
　

井
上　
玲
子

　

雨
上
が
り
の
庭
の
花
が
、
ひ
と
き
わ

鮮
や
か
さ
を
増
し
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て

い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
の
中
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
大
役
で
あ
る
理
事
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
が
、
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
恩
田
地
区
の
役
員
の
皆
さ
ん
達
に

力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
私
の
事
に
触
れ
ま
す
。
性
格

は
、
明
る
く
て
真
面
目
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
歳
を
重
ね
る
ご
と
に
短
所
も

多
く
神
経
質
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
り
が

ち
で
す
。
周
り
の
人
達
に
助
け
て
頂
き

な
が
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

新任理事
あいさつ

令和3・7・1
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Ｑ
２
.
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
設

備
紹
介

　

屋
内
コ
ー
ト
４
面
、
屋
外
コ
ー
ト
16

面
、
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
２
面
、
会
議
室

３
室
で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
だ
れ
で
も

利
用
で
き
る
施
設
で
す
。
夜
間
照
明
も

あ
る
の
で
夜
も
利
用
で
き
ま
す
。
一
番

の
売
り
は
屋
内
コ
ー
ト
で
雨
や
雪
が
降

っ
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

会
議
室
は
一
般
の
方
が
会
議
、
書

道
、
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
等
、
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
ト
利
用
料
金
は
１
面
に
つ
き
１

時
間
あ
た
り
高
校
生
以
下
が
４
４
０
円

~
７
９
０
円
、
大
人
６
１
０
円
~
１
５

８
０
円
、
壁
打
ち
コ
ー
ト
30
分
１
１
０

円
。
料
金
は
平
日
、
休
日
、
時
間
帯
で

変
わ
り
ま
す
。
高
校
生
以
下
は
利
用
し

や
す
い
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大

人
の
方
も
平
日
の
昼
間
、
休
日
の
夜
間

が
お
得
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
.
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

　

利
用
者
の
大
部
分
は
私
た
ち
よ
り
年

下
で
す
が
常
に
お
客
様
と
い
う
意
識
を

も
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。「
い
ら
っ
し

Ｑ
１
.
就
業
体
制
︑
就
業
日
数
︵
人
／

直
×
何
組
×
日
数
︶︑
平
均
年

齢
は

　

就
業
体
制
は
昼
と
夜
の
２
交
代
制
で

１
直
は
２
名
（
１
人
は
体
育
協
会
職

員
）、
シ
ル
バ
ー
５
人
在
籍
、
就
業
日

数
は
10
~
11
日
／
月
、
平
均
年
齢
70
歳

ゃ
い
ま
せ
」、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
の
声
か
け
は
常
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

Ｑ
４
.
困
っ
て
い
る
こ
と
は

　

場
所
柄
、
各
種
教
室
の
始
め
と
終

わ
り
に
は
子
供
さ
ん
が
受
付
に
来
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
挨

拶
に
来
る
の
で
、
こ
ち
ら
も
声
を
か
け

ま
す
。
声
を
か
け
る
時
に
名
前
も
一
緒

に
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
名
前
と

顔
が
一
致
し
な
い
の
で
苦
戦
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
５
.
会
員
へ
一
言

　

私
達
会
員
は
歳
を
重
ね
て
き
て
い
ま

す
が
、
無
駄
に
歳
を
と
っ
て
は
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
に
得
た
知
識
と
経
験
を

生
か
し
て
色
々
な
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
必
要
と
さ
れ
る
職
場
で
力
を
発
揮

し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
６
.
そ
の
他
︑
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば

　

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
同
士
の
交
流
に
つ

い
て
制
限
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
状

で
満
足
し
て
い
ま

す
の
で
、
特
に
あ

り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

vol.21

中
央
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
施
設
管
理

常
盤
地
区
　
宝
井
　
雄
二
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会員情報交流のひ
ろば

作品発表･交歓の頁
－お気軽に投稿下さい－

「夏を彩る」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

「ヒペリカム」
西岐波校区　桜　木　一　憲

「水浴び」
常盤地区　桶　田　敏　治

「水模様」
琴芝地区　井　上　ヒロミ

琴
芝
地
区
　
井
上
ヒ
ロ
ミ

自
治
会
で
歳
を
聞
い
た
ら
俺
長
老

縦
縞
が
横
縞
に
な
る
肥
満
体

詐
欺
師
か
ら
電
話
が
来
な
い
貧
乏
人

我
が
命
ま
あ
〜
だ
だ
か
〜
か
ら
も
う
い
い
よ

孫
た
ち
に
期
待
し
た
け
ど
や
は
り
ア
ホ

東
岐
波
地
区
　
小
栗
　
敬
一

娘
に
も
妻
の
口
調
が
乗
り
移
る

年
を
取
り
夫
婦
喧
嘩
も
省
エ
ネ
に

男
で
し
ょ
荷
物
運
ん
で
腰
痛
に

口
だ
け
は
え
ら
い
達
者
で
元
気
で
す

こ
の
齢
で
恋
に
溺
れ
る
夢
を
見
る

川　

柳

色　

紙

岬
地
区
　
宇
　
野
　
典
　
彦

Ｑ１．鮎魚女　　Ｑ２．鮟鱇
Ｑ３．虎魚　　　Ｑ４．黍魚子
Ｑ５．柳葉魚　　Ｑ６．鮗
Ｑ７．蝦虎魚　　Ｑ８．鯔
Ｑ９．翻車魚　　Ｑ10．公魚

難 読 漢 字
魚の名前編

令和3・7・1
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編
　
集
　
後
　
記

　

最
近
は
哀
愁
の
漂
う
お
じ
さ
ん
の
姿

を
見
か
け
る
。
観
察
す
る
の
も
味
が

あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
前
の
公
衆
電
話
の
上

を
カ
ウ
ン
タ
ー
代
わ
り
に
初
老
の
二

人
が
缶
ビ
ー
ル
と
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ
を

飲
ん
で
い
る
。
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
梅
味

を
食
べ
終
わ
る
と
ば
か
う
け
ご
ま
揚
げ

し
ょ
う
ゆ
味
。
話
は
弾
み
、
途
中
で
店

に
入
り
買
い
足
す
。
ワ
ン
カ
ッ
プ
で
い

い
か
と
慣
れ
て
い
る
。
昼
間
か
ら
ゴ
ク

ン
と
ぽ
っ
こ
り
お
な
か
。
そ
の
光
景
が

な
ん
と
も
様
に
な
っ
て
い
る
。
竹
輪
を

く
わ
え
な
が
ら
、
最
後
は
発
泡
酒
と
は

意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
定
年
後
は
家
族

サ
ー
ビ
ス
も
不
要
に
な
り
、
自
分
の
趣

味
を
楽
し
ん
だ
り
、
何
も
し
な
い
な

ど
、
過
ご
し
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
思
う

存
分
気
が
抜
け
て
い
る
様
子
は
羨
ま
し

く
な
る
。
ラ
フ
な
格
好
し
て
、
昼
間
の

公
園
の
ベ
ン
チ
で
、
何
を
す
る
わ
け
で

も
な
く
ボ
ー
と
す
る
お
じ
さ
ん
。
写
生

し
て
い
る
が
不
慣
れ
で
絵
に
な
っ
て
い

な
い
。
ベ
レ
ー
帽
と
格
子
縞
シ
ャ
ツ
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
ウ
エ
ス
ト
の
位
置

が
妙
に
高
い
ハ
イ
ウ
エ
ス
ト
は
大
半
が

お
じ
い
さ
ん
で
あ
る
。
腰
の
く
び
れ
が

な
い
た
め
に
、
ベ
ル
ト
の
位
置
を
ぐ
い

ぐ
い
上
げ
、
胸
の
下
ま
で
き
て
し
ま
っ

て
い
る
。
横
か
ら
見
る
と
胸
、
腰
、
尻

の
ラ
イ
ン
が
ほ
ぼ
一
直
線
で
つ
い
見

入
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
私
も
ぽ
っ

こ
り
お
な
か
の
お
じ
さ
ん
で
す
。

�

（
井
上
記
）

■
事
務
局
だ
よ
り�

事
務
局
だ
よ
り
は
、大
事
な
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。必
ず
読
み
ま
し
ょ
う
。

会
費
納
入
の
お
願
い

　

４
月
に
会
費
請
求
を
郵
送
に
て

送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
納
付
を

さ
れ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
至

急
、
振
り
込
ま
れ
る
か
、
事
務
局

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

８
月
末
ま
で
に
お
支
払
い
が
な

い
場
合
は
、
会
員
資
格
が
喪
失
し

ま
す
。

女
性
委
員
会（
遊
楽
里
）が

手
作
り
マ
ス
ク
を
寄
贈

　

令
和
３
年
６
月
１
日
、
宇
部
市
総
合

福
祉
会
館
で
社
会
福
祉
法
人
宇
部
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
女
性
委
員
会
マ
ス
ク
縫
製
チ
ー
ム

が
手
作
り
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
マ
ス
ク
縫
製
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
浅
井
栄
子
会
員
よ
り
有
田
信
二
郎
会

長
に
マ
ス
ク

３
０
０
枚
が

手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
宇

部
市
社
会
福

祉
協
議
会
か

ら
は
マ
ス
ク

の
寄
付
に
対

し
感
謝
状
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

令
和
３
年
８
月
16
日
（
月
）

は
勝
手
な
が
ら
事
務
所
を

お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

盆休みの
お知らせ 　

就
業
に
関
す
る
発
注
者
さ
ん

へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行

っ
て
い
ま
す
。
請
求
の
内
訳
は

「
配
分
金
」「
材
料
費
」「
事
務

費
」「
交
通
費
」
と
な
っ
て
お

り
、
す
べ
て
内
税
と
し
て
消
費

税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
納
税
事

業
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
に

対
し
て
税
務
署
に
消
費
税
を
納

付
し
て
お
り
ま
す
。
就
業
さ
れ

た
会
員
も
同
様
に
消
費
税
法
上

で
は
、「
事
業
者
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
納
税
の
義
務
が

生
じ
ま
す
が
、
基
準
期
間
内
の

課
税
売
上
高
（
配
分
金
）
が
１

０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は
、

免
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
11
月
１
日

か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
と

い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は

施
行
さ
れ
た
時
点
で
、
詳
し
く

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ご存じですか？　配分金のこと　ご存じですか？　配分金のこと　配分金には消費税が含まれています!!

　

例
年
７
月
に
開
催
し
て
お
り
ま
し
た

会
員
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
の
為
、
無
期
延
期
と
な

り
ま
し
た
。

　

開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
会
報
に
て

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
つ
ど
い
に
つ
い
て

　

建
具
グ
ル
ー
プ
で
作
業
を
希
望
さ
れ

る
方
・
研
修
を
希
望
さ
れ
る
方
は
個
別

で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込　

�

事
務
局
へ
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
１

－

３
２
５
１

�
田
中
ま
で

建
具
張
替
研
修
会
に
つ
い
て

Ａ１．あいなめ
Ａ２．あんこう
Ａ３．おこぜ
Ａ４．きびなご
Ａ５．ししゃも
Ａ６．このしろ
Ａ７．はぜ
Ａ８．ぼら
Ａ９．まんぼう
Ａ10．わかさぎ
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